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〈概 要 〉

本部会で は,研 究主題解明 に当た り,学 習指導要領 に示 された内容 の4つ の柱 に基づ い

て分科会を構成 し,授 業研究を通 して実証的に授業改善 に取 り組 んだ。

研究の方向を,児 童が本来的 に もって いるよ りよ く生 きよ うとす る願 いを大切 に し,積

極的 に児童の よさや可能性を見 出 し,そ れを認め,伸 ばす ことに置いて進 めた。

その結果,児 童が 自 らの よさに気付 き,そ れを生かそ うとす るよ うにな るため には,児

童の学習支援を中心 とす る指導の工夫が大切であ ることが分か った。
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研 究 主 題

よ りよ く生 き る力 を育 て る道 徳 授業

◇ 研究主題 について

人 間は,本 来人 間 としてよ りよ く生 きたい とい う願 いを もって いる。 この願 いの現実 を目指

して生 きよ うとす る ところに道徳 が成 り立 つ。

戦後50年 を迎え,経 済の成長 と科学技術の進歩 はめざま しく,国 民の生活 も豊かで便利 な

もの になって きた。 しか し反面,家 庭や地域社会の教育力の低下や学歴 偏重の弊害等が顕在化

し,い じめ等多 くの問題が深刻化 して きて いる。今あ らためて,生 命の尊重や 自他敬愛,自 己

抑制,社 会奉仕等の心を育て る教育が,真 剣 に見直 されなければな らな くな って きた。 これか

らの新 しい時代を生 きる子供 たちが,ど の_よ うな道徳性を身 に付け るかによ って どのよ うな社

会が創造 され るかが決 まる。 この意味で学校 にお ける道徳教育の役割 は重い。

道徳教育 は学校の教育活動全体 を通 して行 うことを基本 とす るが,こ うした道徳教 育を,計

画的,発 展的な指導 によって補充 し,深 化 し,統 合 し,日 常の生活 の様 々な場面 や状況 におい

て道徳的価値を実現す ることがで きるような資質や能力を育成 す る道徳 の時間の指導 の充実 は

極 めて重要であ る。

そ こで,研 究主題 「よ りよ く生 きる力を育て る道徳授業 」に迫 るため,昨 年度 と同様 に,本

年度 も道徳 の指導 内容 の4っ の視 点か ら,そ れぞれの 目指す児童像を揚 げ,分 科会 ごとの テー

マに沿 って研究 を進 めた。第1分 科会で は,自 分 を振 り返 り,肯 定的な 自己理解がで き向上 し

て い く児童 を目指 して,「 肯定 的な 自己理解 を育む指導の工夫」,第2分 科会で は,素 直 に心

を開 き,互 いに認 め合 い,高 め合 お うとす る児童 を目指 して,「 他の人 との心の交流を深め る

指導の工夫」,第3分 科会で は,生 きて いるこ とのかけがえのな さに気づ き,自 らを高めよ う

とす る児童を 目指 して,「 生 きる ことのすば らしさの 自覚を深め る指導 の工夫 」,第4分 科会

では,社 会 や集団のため に進んで行動で きる児童を 目指 して,「 奉仕 の心 を育て る指導 の工夫 」

をテーマ と した。

これ らのテーマを追究 す るに当た り,授 業研究を通 して,一 人一人 の児童が 自分 のよ さを発

揮 して意欲 的に学 習に取 り組 み,自 ら考え,自 律的に判 断 し,伸 び伸 び と表現で きるよ うな道

徳授業 の在 り方 を探 ってい きた いと考えた。
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◇研究の概要

豊 か な 心 を も ち,た く ま し く 生 き る 児 童 の 育 成

研 究 主 題
よ り よ く 生 き る 力 を 育 て る 道 徳 授 業

第1分 科会 第2分 科会 第3分 科会 第4分 科会

〈目指す児童像〉

自分を振り返り,肯 定的な自己
理解ができ,向 上 していく児童

〈目指す児童像 〉
素直に心を開き,互 いに認め合

い,高 め合おうとする児童

〈目指す児童像〉
生きていることのかけがえのな

さに気づき,自 らを高あようとす
る児童

〈目指す児童像 〉
集団や社会のために進んで行動

できる児童

1 1 i i

〈分科会主題〉
肯定的な自己理解を育む指導の

工夫

〈分科会主題 〉
他の人 との心の交流を深める指

導の工夫

〈分科会主題 〉
生きることのすばらしさの自覚

を深める指導の工夫

〈分科会主題〉

奉仕の心を育てる指導の工夫

i 工 li一 0 一 「 一「

1

ω

1

〈仮 説〉

資料中の登場人物に共感 し,生活経験
に照らして自己を見っめ,

そのよさに気づ くことができる指
導を工夫していけば,肯 定的な自
己理解ができ,よ りよ く生きよう
とする児童を育成することができ
る。

〈仮 説 〉
思いやりの気持ちをもち,自 ら

他の人にかかわることによって共
に生 きていこうとす る心を育てる
指導の工夫をすれば,「 素直に心
を開 き,互 いに認め合い,高 あ合
お うとする児童Jを 育てることが
できる。

〈仮 説〉
命の尊さを感 じる心や自然や崇

高な ものに感動する心を育てる指
導を充実すれば 生きることのか
けがえのなさに気付き,自 らを高
めようとする児童を育てることが
できる。

_工

〈指導の工夫 〉
・学習過程の中に,自 分の思いや
考えを伸び伸びと表現する場,友達

の思いや考えを受け入れ,認 め

合う場,深 まった思いや考えを発揮す
る場の三っの場を設定する。

・それぞれの場において学習活動

の工夫をする。

〈仮 説 〉

働 くことにかかわる資料を通 し
て社会での自分の生 き方を振 り返
ることので きる指導を工夫すれ
ば,奉 仕の心が育て られる。

〈指導の工夫〉
・学習過程の中に,自 己をみっめ
る場,自 己理解を深める場,自 己
の生き方に反映す る場の三つの場
を設定する。
・それぞれの場において学習活動

の工夫をする。(資 料の吟味,資
料提示,話 し合い活動,書 く活
動)

一
1 1

〈指導の工夫〉 〈指導の工夫〉
・学習過程の中で,資 料に十分浸 ・児童の共感を呼び,勤 労 ・奉仕

れるような場の設定をする。 に関する体験が想起できる資料の
・役割演技や効果的な発問によっ 選択,開 発,提 示の工夫
て登場人物の心情に迫ることがで ・勤労 ・奉仕に関する体験を一人

きる学習活動の工夫をする。 一人が自ら振り返る支援の工夫
・自分の体験と友達の体験の違い

に気付いたり,お 互いのよさを認
め合 ったりする学習過程の工夫

i 1

[亜 価
一

(指導計画,指 導方法,児 童の変容)



1肯 定的な自己理解を育む指導の工夫(第1分 科会)

1分 科会 テーマ設定 の理 由

経済的発展を遂げ た今 日,人 々は心の豊か さや 自分 とは何 か とい った問題 に目をむ けは じめ

て いる。 またい じめや不登校な どの教育問題 が社会問題化 す る中で,自 分 自身を肯定的 にと ら

え ることがで きに くい児童の現 状 も浮かび上 が って きた。

しか し,児 童 は本来よ りよ く生 きたい,人 や社会,自 然 など とのかかわ りの中で 自分が生 き,

そ して生 かされ たい とい う願 いを もって いる。 したが って,児 童が対象 と心を通 わせ,じ っ く

りと自分 を見 っめ,感 じ,考 える中で,内 在 して いる自分の よさに気付 き,そ のよ さを十分に

伸 ば して い くことがで きるよ うになれ ば,そ のか けがえの ない生涯 を豊 かに生 きることにっな

が ってい くと考え る。

◇肯定 的な自己理解 の とらえ方

私 たちは児童が 「自分 をか けがえの ない存在であ ると自覚 し,あ るが ままの 自分 を正 しく見

っ めなが ら,そ の よさを伸ば し,進 んで 自己課題 に取 り組 むよ うになる こと」をめ ざ して研究

を進 める ことに し,主 題 を 「肯定的 な自己理解を育む指導 の工夫 」と設定 した。

児童が味わ う達成感や満足感 は自信や生 きる喜 び とな り.自 己実現 に向 けて生 きる原動力 と

なる。 自己を肯定的 に見っめ ることがで きる児童 は,次 のよ うなよさがあ ると考えた。

○ 自分のよ さに自信や誇 りを感 じ,よ り難 しい課題 に挑戦す る意欲が もて る。

0失 敗体 験を生か し,そ の弱 さや もろさの克服 を自己課題 とす ることがで きる。

○ 人間の もっ強 さや弱 さを 自覚 し,謙 虚 な気持 ちで他の人のよ さを学 び,共 に伸 びよ うと

す ることが で きる。

◇ 肯定 的な自己理解 を育 む指導 の視点

肯定 的な自己理解 を育む ために,次 の ような視点に立 って道徳 の時間を進 あるこ とに した。

○ 児童が 自己を肯定的 に見っめ る過 程

自己を見 つあ る 自己理 解を深 ある H 自己の生 き方 に生かす

〔奮潔 欝 に〕〔駕 莚灘 要隷 〕〔駿 蕊禦 卿

○ 教師の姿勢

・児童が十分活動で きる場 を確保す る
。

・児童の活動を見守 る
。
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2児 童の実態調査

(1)調 査 の 目的

(2)調 査 の方 法

(3)調 査 の結 果

児童が 自分 自身を どのよ うに考え,ど の程度理 解 してい るか把握 し児童 自

身がよ りよ い自己理解 を進 め,自 分 を向上 させ る力を育む指導 の工夫 に役

立て る。

質問紙法 によ る自由記述 と選択肢法 を用 い,全 学年 同一内容 で実施

設問1あ なたは 自分をどんな子だと思いますか。

思ったことを自由に書いて ください。

(主な回答)

肯 定 的 否 定 的 どちらで もない

いい子 い じわるな子 普通
明るい子 わがままな子

元気な子 けんかする子

おもしろい子 悪い子

やさしい子 お しゃべりな子

遊びが好きな子 お っち ょ こ ち ょい

運動が好きな子 頭がわるい子

璽

■ 肯定.;己 理解

…日 否定的自己理解
1■ どち・ノで`ない

設問2あ なたは1の 質問に答えるときどんな気持ちでし

たか?

① すぐに考えついて自分のことをよくわかっているな。

② 少し考えたけれど自分のことをまあまあわかっているな。L出

③ 書 くことがなかなか思いうかばな くて自分のことをあま

りわかっていないな。

④ 書 くことが思いうかばな くて自分のことぜんぜんわかっ

ていないな。

る

る

て

あ

わ

↓玉'〔」

芸

表

あ

■

口

■

甚
.

飼コ

設問3自 分にはこんなところがあるのだと気がっ くのは,

どんなときですか?

① 自分が どんな子なのか いっも考えているから。

② 自分で 人 とくらべて考えっ くから。

③ 友達か ら言われたとき。

④ 親か ら言われたとき。

⑤ 先生か ら言われたとき。

⑥ その他 〔 〕

一
囲

」.・ つ之翫 〔いる

団 人ご比べて

1■ 友1二言われて
ロ 親r二言才凋して

1■ 筑主二言われr
ロ そ二り他

設問4

すか?

①母 ②父 ③兄弟姉妹 ④友達 ⑤学校の先生

⑥お じいちゃん ・おばあちゃん

⑧近所の人 ⑨その他 〔

⑩誰にもわか って もらえていない。

あなたのことを一番わかっていて くれる人はだれで

⑦塾やおけいこの先生

〕

一 一 「

麺]2

=量

畿 弟
1=叢

舜

:駕 獄
一 ム ハ他

目 わ へ り='、 ら 尺な.L
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設問5あ なたは何かやろうとするとき自分のめあてを

もって行動 しますか?

①はい ②どちらかといえば,は い

③ どちらかといえば いいえ ④いいえ

設問6あ なたは,夢 や将来にやりたいことがあります

か?

①はい ②どちらかといえば はい

③ どちらかといえば,い いえ ④いいえ

一
・・iii匡 壽i「

飼
I

I願 や り 匪 の こ とが あ る
1日 ど 亡、りへ と ・zltあ る

1塵 と ち'
,_.`zl#な い

1ロ や リ セ.、一 ζが な 、・

設問7あ なたは,夢 や将来にやりたいことのために努

力 していることがありますか?

①ある ②ない

〔具体例〕
・保母になりたいので,小 さい子との遊びの工夫。
・板前になりたいので料理の練習。
・ピアニス トになりたいので,ピ アノの練習。

(4)調 査 の考 察

(設 問1・2)低 学 年 の 児 童 は,

一
魎

[=翼震::3.1

自分 を肯定 的に見 るこ とが多 く,そ の内容 は 「運動が好 き

な子 」のよ うに自分 の好 きな ことや得意 な ことが多 い。高学年 にな ると自分を否定的 に見 る傾

向が強 くな り,そ の内容 も容姿,性 格,勉 強の ことが多 くなる。 また,学 年が上が るにっれて,

自分 の ことを 「よ くわか って いない」 と答 え る児童が多 くな って いる。 これ は学年が上が るに

つれて 自分 を見 っめ る見方が厳 しくな ってい くため と思 われ る。

(設 問3)自 己へ の気付 きは,学 年 が上 が るに したが って,人 との比較や親や友達 に言われ

た ことが多 くなる。特 に,一 番 身近 な親 の言葉 に影響 を受 け,高 学年 になると友達の存在 も大

きな役割 を占あるよ うになる。 これは,自 分 の視野が広が り,他 の人 とのかかわ りを重視す る

よ うになるとい う発達段階 によ るもの と考 え る。

(設 問4)自 分の理解者 は,ど の学年 も 「母 」で あるとの答えが多 い。 また,児 童の 自己へ

の気付 きの きっか けや理解 されて い る人 に教 師の姿が あま りでて こな いこ とは考え させ られ る

点で ある。

(設 問5・6・7)低 学年 ほ ど前 向 きにめあて を もって行動 して いる と答え,高 学年 になる

に したが って消極的 にな って くる。高学年 が 自己を否定 的に とらえが ちな傾向 と考え合わせ る

と,自 分への 自信の なさが影響 している と思われ る。 しか し,高 学年 に,夢 や将来への具体的

な努力の姿を見 る ことがで きる。 したが って肯定 的に自己を見つ め,そ の よさに気付 き,自 分

自身 に自信を もっ ことがで きれ ば,よ りよ くい きよ うとす る意欲がふ くらんで い くと考え る。

この よ うな ことか ら,道 徳 の時間を中心 に した肯定的 な自己理解を育む指導の必要性を強 く

感 じ,そ の指導を工夫す ることが大切で ある と考 える。
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3r肯 定的 な自己理解 』を育 む指導の工夫

事前指導の工夫

(児 童理解の

工夫)

(展 開後段

や終末)

事後指導 の工夫

・事前調査 …質問紙法 による診断テ ス トや 日常の観察 などか ら
,授 業

のね らいに即 した学級の傾向をつかみ,指 導過程 に生かす よ うにす

る。 また一人一人の よさや弱 さを把握 し,支 援 に生かす よ うにす る。

・児童 と接す る時間を大切 に し,班 ノー トや道徳の時間の 「心の ノー

ト」を通 して,児 童の肯定的な 自己理解の深 ま りを把握す るよ う努

反)る。

・教師 は児童の意見や考えに対 し
,受 容 的,共 感的,肯 定的 に受け と

あ るよ うに し,児 童 も互 いの意見 を認 め合 った り,励 ま し合 った り

しなが ら自由に 自己を表現 で きる雰 囲気 をつ くる。

・ね らいに即 し,児 童の実態 に合 った分か りやす く,臨 場感 あふれ る

内容の資料を選 ぶ。

・児童が登場人物 に共 感 しなが ら肯定的 な自己理解がで きる資料を用

い る。

・児童の変容を見取 るたあの観点 として
,展 開案の中 に 「肯定的な 自

己理解 とのかかわ り」の欄 を設 ける。

・教 師や友達 の体 験を聞 くことによ り,自 己を肯定的 に見っめ るため

の方向付けをす る。

・児 童が登場人物 のよ さや弱 さを感 じ取 ることがで きるよ う
,内 容 に

応 じた具体物 を提 示する。

・場 面絵 を効果 的に用 い,場 面や状況を十分 に把握 で きるよ うにす る。

・肯定 的な 自己理解 を育む観点か ら,児 童 自らが課題意識 を もっよ う

な発 問や,多 様 な感 じ方,考 え方が もて るよ うな発 問を精選す る。

・学級全 員が登場人物 にな りきって,あ りのままの 自己を表現で きる

よ うにす る。

・役割演技 を見て いる児童 も,自 己を振 り返 り,気 持 ちを表現 で きる

よ うにす る。

・相互指名や小集団での話 し合 いな ど
,学 習の 目的に応 じた話 し合 い

活動 を取 り入れ,肯 定的な 自己理解を深 め るとともに,互 いの考 え

の交流 を深め るよ うにす る。

・肯定的 な自己理解を深め るため に,登 場 人物 の気持 ちや 自己の考え

を書 く活動を用意す る。

・自己の生 き方 の課題が 自覚 で きるよ う
,自 己や友達の体験や気持 ち

を表現 し合 うことによ り,肯 定 的な自己理解 を深 める。

・朝 の会,帰 りの会 な どで,児 童の よさが表れて いる行動や作文な ど

を賞賛す る。
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4実 践 事 例(6学 年)

(1)主 題 名 新 しい もの を求 めて(1-(5)創 意 工 夫)資 料 名 「ミ ッキ ー マ ウス の誕 生 」

② ね らい 新 しい もの を求 め,柔 軟 に創 意 工 夫 して 生 活 して い こ う とす る意 欲 を 育 て る。

(3)指 導 の 実 態(抜 粋)

①Trミ ッキ ー マ ウ ス 」の 漫 画 映 画 が さ っぱ り売 れ な か った と き,デ ィ ズ ニ ー は,ど

ん な こ とを 考 え たで し ょ う。

C

C

C

T②

C

C

C

T③

c

C

他 に どん な工 夫 を す れ ば よ いの か 。

妻 や 友 人 の 励 ま しに こ たえ た い。

何 とか 新 しい工 夫 を 考 え 出 した い 。

「ミ ッキ ーマ ウ ス」 の 漫 画 が トーキ ー な どを 取 り入 れ て,大 成 功 した と き,デ イ

ズニ ー は,ど ん な気 持 ち に な りま した か 。

(絵 を プ ロ ジ ェク タ ーで 拡 大 して 提 示 。 挙手 に よ る相 互 指 名)

努 力 したか いが あ った 。 あ き らめ な い で よ か った。

リ リア ンや ア ブの お か げ だ 。

音 の 出 る もの を考 え た り,ト ーキ ー を 取 り入 れ た り した こ とが よ か った。

デ ィ ズニ ー は,い ろ い ろ工 夫 して 最 後 に は成 功 した の で すが,み な さん は,今 ま

で に学 校 や 家 庭 生 活 の 中で 何 か 工 夫 を して よ くな った こ とが あ りま す か。 ま た,

その ときの 気 持 ち は ど うで した か 。

〔二皇鞭1完 勢1あ 認 難 憲櫨 ∵ 際に自分がどのよう〕

夏 休 み の 自 由研 究 で,折 り紙 で 「動物 園 」 を 作 りま した。 「も う少 し,動 物 を増

や した り,周 りの 飾 りな どを 増 や した りす れ ば よ か った な 」 と思 い ま した。

社 会 科 で 「織 田信 長 」 の 新 聞 を 作 る と きに,読 む人 に も分 か りや す くす るた め,

絵 や 図 を 入 れ た り,字 の 大 き さを 変 え た り した。 友 達 に もほ め られ て,工 夫 して

よか った と思 い ま した。

(4)考 察

・主 人 公 の 生 き方 に 共 感 し,共 感 した 主 人 公 の 生 き方 を も とに,よ りよ い 自 己 の イ メ ー ジ

を 思 い描 くこ とは,自 己 を 見 っ め 自己 の よ さに 気付 く点 で 有 効 で あ った。

・展 開 後 段 にお い て ,「 で きな か った 」経 験 を 聞 くので は な く,「 も う少 し工 夫 す れ ば よ

か った な 」 とい う経 験 や 「で きた 」 経 験 を 聞 くこ とに よ り,児 童 が 今 ま で の 自己 を肯 定

的 に 振 り返 る こ とが で きた 。

・わ か りや す く,成 就 感 の 味 わ え る資 料 を 選 ん だ こ とは,児 童 が主 人 公 に共 感 しなが ら考

え る こ とが で きた 。 しか し,児 童 一 人 一 人 が 自己課 題 を も って学 習 す る こ とが で き る指

導 を 工 夫 す る必 要 が あ った。
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1他 の人 との心の交流を深める指導の工夫(第2分 科会)

1分 科会 テー マ設定の理 由

「よ りよ く生 きたい」 とい う願 いは児童一人一人の心の中 にあ る。 児童がその願 いの実現 を

求めて生 きて い くためには豊か な人間関係を築 くことが欠かせない条 件にな る。 ところが,児

童の世界で人間関係の希薄化,交 流の皮層化が問題 とな ってい る。

豊か な人間関係の構築 は 「信頼関係」 に基づ く。r信 頼関係」は他 者を認 め,他 者か ら認 め

られ る関係の ことで ある。 「認 める」とい うの は,そ の人の一部 を認 め るとい うのではな く,

そのすべてを認 める ことで ある。 それ は相手をあ るがまま に受け入れ ることか ら出発す る。 そ

の たあには,ま ず 自 らの 「心を 開 く」 ことが必要であ る。 まず 自らの心を開 き,相 手 を受容 し,

認 める と,そ の相手 もまた自 らの心を開 くようにな って くる。 このよ うな受容 的で共感 的な雰

囲気が生 まれ ると,児 童一人一人の心の中 に互いを認 め,励 ます雰 囲気が生 まれて くる。 この

よ うに して互 いの心の交流 を図 る ことがで きるようにな るのではないか と考 える。

以上 の ことを踏 まえて道徳の授業 にお いて は

① 自分の思 いや考 えを伸 び伸 び と表現す る場

② 友達の思 いや考 えを受 け入れ る場

③ 深 ま った思 いや考 えを発揮す る場

の工夫 を考え る ことに した。

また,こ れ ら3っ の場 を分離 して設定す るので はな く,3っ の場は密接 にかかわ ってい るも

の,一 連 の関係 にあ るもの ととらえて研究を進 あることに した。

2児 童 の実態調査

(1)ね ら い

(2)方 法

児童の友達 に対 す る意識 の傾 向を把握す ることにより,分 科会研 究主題の解

明及び指導 の工夫 に役立て る。

選択肢法 及び記述法 を用 い,全 学年同一 内容 に した。

調査対象 は,都 内9小 学校 の小学生 合計2,213名

(低学年642名 ・中学年769名 ・高学年802名)

(3)結 果 と考 察

匠
問 ■ あなたは今 よりも友達を増や したいと思》・ますか認 う ・思わないに○をっtf.そ の理 由を1っ か2っ 選ん

で ください。

〈思 う理由>

A多 い方が楽 しいB色 々な友達と遊べるCも っと仲良 しの友達が欲 しいD多 い方が安心だ

E1人 になって しまうF多 い方が信用 されているようでいいG増 えれ は話 しかけてもらえるHそ の他

〈思わ ない理由>

A今 の友達 で十分B人 数が増 えると喧嘩やもめ事が増 えるC気 の合わ ない人 と友達 にな ってもっ まらない

D気 の合う入 とだけ遊び たいE新 しい友達ができても遊ぶ暇がないFっ き合いが大変Gそ の他

全学年を通 して,約90%の 児童が 「友達 を増 や したい」 と思 って い る。 その理 由 と して

半数以上の児童は,「 おおぜいで遊 んだ方 が楽 しい」 と答えてい る。特 に地域 的に 自然 に恵

まれた環境の中で生活 してい る児童 は,多 人数で遊ぶ楽 しさを体 験 してい ると推測 で きる。

また,「 もっと仲良 しの友達が欲 しい」 と答えてい る児童が,各 学 年 に20%程 度見 られ
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F
Gて い るので は な い だ3年
H3年

ろ うか。4年

4年 友達 を 「増 や した
5年

5年 い と思 わ な い 」 児童
6年

は,高 学 年 に な るに

日 臨 な、、 ・年
したが って わず かな

思 う理 由倉 が ら増加 する。学年

が進 むにっれ,遊 ぶ時間が減 少 して くるか らであろ う。

また 「友達 を増 や したい と思わない」理 由の中では,「 今 の友達で十分 」 とい う答えが比

較 的多い。それ は,現 状の友達関係で満足 してい るか らと考え られ る。
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質 問2友 達か ら 「遡 まう」 といわれたらとう思i・ますか。1っ か2っ 選んてたさい。

Aう れ しいB絶 対遊ひ たいC暇 なら遊ひ たいD気 の合 う(仲 の よい)人 な ら遊ひ たい

Eわ からないF遊 ひたくないGそ の他

1年

2年

3年

4年

5任

6年

友達か ら誘 われ ると 「うれ しい」 と思 う児童 は

全学年にわた り多い。 また 「遊 びた くない」 と思

う児童 は極めて少ない。

しか し 「絶 対に遊 びたい」 とい う児童 は学年 を

追 うごとに減 少 してい る。 児童の生活 スケ ジュー

ルが過密で,自 由に使 え る時閤が少 な くな ってい

るので はないだろ うか。

質 問3あ なたにとって友達 とはとういう人てすカ・。1っ か2っ 選んてくたさい。

Aよ く遊ふ人B大 切な人C優 しい人D相 談7き る人Eい つも話をする人F助 け合う人

G気 の合う人H信 頼て きる人1味 方になって くれる人J助 けて くれ る人K頼 れる人

Lわ か り合 える人

_.

0
ー

年1

2年

3年

4年

5年

6年

20 40 60 80 ioo A
B
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友達 をr相 談相手 」 とと

らえ る児童が,学 年 を追 う

ごとに増加 して いる。

低学年 に とって友達 とは

「遊 び相手」であ り,「 助

けて くれ る」存在で 自分 に

対 して 「優 しい人」 と受 け

止あて いる児童が多 い。

また,学 年が進む に した

が って,友 達 関 係 の 在 り方 も多 様 に な り,深 ま り も増 して くる。
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3他 の人 との心の交流 を深 める指導 の工夫

「心の交流 」 とは,互 いの心が動 き始 あた ところか ら始 まる。やがて心 と心が触 れ合 い,通

じ合 うことによ り,互 いに理解 しあい信頼感 を もっ ようになる。

互 いに顔 を見 つめ合 う,う なず き合 う,語 り合 う,と いう表れを 「心の交流 」の始 ま りとと

らえ,そ の深 ま りを求 めて指導 を工夫す る こととした。

指導 の工夫 と して,以 下 のよ うな場 を設定 した。

心 の交 流 を深 あ る道 徳 授 業 の構 造

場 の 設 定 意 義 支 援 の 観 点 学 習 活 動

・自分か ら相手にか ◇体験を想起することがで 0話 し合い活動
自分の思いや かわ って いこ う, きるよ うにす る。 ・ハ ン ドサ イ ン

OO 考えを より自己実現を し ◇児童が表現方法を選択で ・カ ラ ー コ ー ン

伸び伸びと ようという意欲が きるよ うにす る。 ・相互指名

表現する場 もて る 。 ◇児童の表現は最後まで受 ・サ イ ン ボ ー ド

容 的に受 けとめ る。 ・バ ズ セ ッ シ ョ ン

・ペア学習
・相互に理解 し合い ◇話 し合い活動が活発にな ・グル ープ学習

友達の 尊重 し合え る。 るよ うに,発 問の工夫,
思いや考えを ・友達のrよ さ』に 学習形態の工夫など,多 ○書 く活動

OO 受 け入れ, 気付 くことができ 様な手だてを講 じる。 ・ ワ ー ク シ ー ト

認め合 う場 る 。 ・道 徳 ノ ー ト

・互 い のrよ さ 』 を ・手紙

知 り合え る。 ・絵

・吹 き出 し
・豊かな人間関係を ◇児童が自分自身を振り返 ・感想文

深 まった 築いていこうとす ることがで きるようにす
0 思いや考えを る意欲が もて る。 る 。 ○役割演技 ・動作

発揮する場 ◇実践意欲をもてるように 化
す る 。

杏
心 の交 流 を 深 め る道 徳授 業 の構 造

①自分の思いや考えを ②友達の思いや考えを ③深まった思いや考えを
伸び伸びと表現する場 受け入れ,認 め合う場 発揮する場

◆心が開 く雰囲気作 り ◆相手の話を しっかり聞こ ◆児童の生活に目を向けて
◆安心感のある学級作り う,分 か るように話 そ う 実践 していることを認あ
◆表現の機会(今 日のニュ という意識を育てるため 励まし,他 の児童に紹介

一 ス
,1分 間 ス ピ ー チ な に,そ れ にふ さわ しい学 す る。(帰 りの会 の うれ

ど)の 増設。 習形態を工夫する。 しか っ た コ ー ナ ー,学 級

◆書 く活動(あ りがとうカ ◆前の人の意見を受けて, の歴史 に残そ うコーナー
一 ド,い いこと見っけ カ 自分の考えを述べ られる など)
一 ドな ど)の 日常的化 よ うにす る。 ◆児童の高まった実践意欲

を行動に移せる場を確保
す る。(縦 割 り活 動,老
人 ホーム訪問,地 域 のあ
いさっ運動など)

道徳 の時間の学習過程 の中に以上 のよ うな場 を設定 し,研 究授業を行 って きた。また,指 導

案の展 開部分 には 「心 の交流 を深 める場の設定 ・工夫Jの 欄を設 け,一 人一人の児童の学習支

援 に役立て るよ うに した。
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4実 践事例(第2学 年)

(1)主 題名 助 け合 う友達(2-(3>信 頼友情)

資料名 「ゆ っきとや っち」(文 部省 「読み物資料 とその活用」)

② ね らい 友達 と仲良 くし,助 け合お うとす る気持 ちを育て る。

(3)指 導の工夫

「他の人 との心の交流 を深め る」たあ に本授業 では,以 下 のよ うな場の設定 を し,指 導

の工夫を行 った。

① 自分 の思いや考えを伸び伸び と表現す る場

・役割演技 によ り,登 場人物 の気持 ちに迫 れ るよ うにす る。

・ワー クシー トの活 用 によ り,個 々の考えを確 かあた り,ま とあた り,深 めた りす るこ

とが で きるよ うにす る。

②友達 の思 いや考 えを受け入れ,認 あ合 う場

・話 し合 い活動 を通 して,自 分 と同 じ考 え方,あ るいは,違 う考え方をす る友達の存在

に気付 き,そ のよさに共感で きるよ うにす る。

③深 ま った思 いや考 えを発揮 す る場

・話 し合 い活動 を通 して,学 習 した ことの意識 を高あ,今 後 よりよい友達関係を築いて

い こうとす る意欲 が もて るよ うにす る。

(4)指 導 の 実 際(抜 粋)

Tや っ ち に 自慢 され た とき,ゆ っき は どん な気 持 ちだ った で しょ う。

〈② 友 達 の 思 いや 考 え を受 け入 れ,認 め 合 う場 の 設 定 一話 し合 い活 動 〉

Cす ご い,い や な気 持 ち。

T少 し考 え た ら,ま わ して い き ま し ょ う。

C

C

C

C

T

相 互 指 名 に よ って,「 ～ くん と少 し似 て い て ～ です 。 」 とい うよ うに友 達 の 意 見

と比 べ て 自分 の 意 見 を 発 表 す る こ とが で きた。 安 心 して話 せ る雰 囲 気 が で きて い る。

少 しい や な 気持 ち 。 や っ ち は速 い か ら,自 慢 す るの も仕 方 な い よ な。

言 葉 で は 言 って い な い け れ ど,心 の 中 で 「負 け な い そ 」 と思 って い る。

飛 ぶ の を競 争 して,「 や っち は速 くて い い よ な 」 と思 って い る。

ゆ っ きは や っち に 自慢 され て,「 ど う して 速 く飛 べ るの か な。 」 と思 って い る。

や っち は ゆ っ きの ほ うが 後 か ら来 た の に,ゆ っ きに追 いつ か れ て しま い ま した 。 や っ

ち が苦 しん で い るの を 見 て,ゆ っ きは迷 って しま い ま した。 どん な ふ う に迷 って い る

の か な。(ワ ー ク シー トを配 る)ゆ っ きの心 の 中の つ ぶ や きを こ こ に書 いて み ま し ょ

う。

〈① 自分 の 思 いや 考 え を伸 び伸 び と表 現 す る場 の 設 定 一 ワ ー ク シー ト〉

'<② 友 達 の 思 いや 考 え を受 け入 れ
,認 あ合 う場 の 設 定 一話 し合 い活動>

Cど う しよ う。 お 母 さん た ち に知 らせ た方 が い いか な あ 。 あ と,気 に しな い で い い か ら

って い って も,僕 の 友達 を お いて い くこ とな ん か で きな い よ。 一 緒 に ゴー ルへ い こ う

よ。
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Cど う し ょ う。 や っちが お なか が 痛 い って い って るよ 。 友達 だ か ら,ほ っ と くわ け に は

いか な い よ。 で もや っち は先 に い け よ って 言 う し,ど う しよ う。

書 き出せ ない児童や どち らか一方の気持 ち しか書けない児童には,机 間指導 で場

面絵を提示 し,迷 う心 に気付 くように した。その結果,ほ とん どの児童が ゆ っきの

気持 ちに共感 して いた。全員が発表す る中で,友 達の思いを知 り,自 分の ワー クシ

ー トに書 き加えて い く児童 も見 られ た
。友達の考えを受け入 れ,自 分 の考 えを深 め

る こともで きた。

T(ワ ー ク シー トを机 の 中 に入 れ る よ う指 示 す る。)や っち とゆ っ きは,並 ん で飛 ん で

い く とき どん な気 持 ちだ っ たか,隣 の 人 とや っち とゆ っ きを きあ て や って み ま し ょ う。

途 中で や っ ち とゆ っきを 交 代 して もい いで す よ 。

〈① 自分 の 思 いや 考 え を 伸 び伸 び と表 現 す る場 の 設 定 一役 割 演 技 〉

き

ち

き

ち

き

ち

つ

つ

つ

つ

つ

つ

ゆ

や

ゆ

や

ゆ

や

C 「も うお なか だ い じ ょうぶ?」

「じまん して いて ごめ ん ね 。 」

「今 度 はや っ ちが 勝 て る よ。 」

「うん 。 頑 張 ろ うね 。 」

「も うす ぐゴ ー ルだ ね 。 い っ し ょに行 こ う。 」

「じ ゃあ,同 じ ぐ らいの 速 さで 行 こ う。 」

どの児童 もや っちや ゆ っきに共感 し,一 緒に力を合わせて頑 張ろ うとい う気持 ち

が よ く表れて いた。登場人物の心情 に共感す るたあの工夫(役 割演技)は 効果 的で

あ った。

Tお 友達 と助 け合 って よか ったなあと思 った ことがあ った ら言 ってみて くだ さい。掃除

の時間 とか給食の時間 とか先生 はた くさん見た ことがあ ります よ。

〈③深 ま った思 いや考え を発揮す る場の設定 一話 し合 い活動 〉

C

C

C

わ た しが 国 語 の教 科 書 を忘 れ た とき,貸 して くれ ま した 。

ひ っか か れ て 保 健 室 に行 く とき,給 食 当番 を タ ッチ して くれ た 。

ドッ ジボ ー ル の と き,顔 に 当 た った とき,だ い じ ょうぶ と言 って くれ た 。

友達の考 えを 聞 いて,自 分の経 験 を思 い 出す児 童 も多 く,話 し合 い活 動 は有効 で

あ った。 あ りが と うカー ド(友 達思 いのや さ しい行動 を見か けた ら友 達 に紹介 す

る。)に 書 か れて あ った こ とな どを思 い出 し,日 頃の 自分の 行動を振 り返 る こと

で,今 後 も助 け合 お うとい う意欲が もて た。

(4)考 察

・コの字 型 の 学 習 形 態 を とる こ とに よ り,相 互 指 名 を 有 効 に使 うこ とが で き,多 くの 友達

の考 え を知 りた い とい う気 持 ち を満 た し,高 あ る こ とが で き た こ と は ,話 し合 い 活 動 に よ

く表 れて い た。

・発 言 の苦 手 な 児童 も ワー ク シー トを利 用 した こ とに よ り
,書 くこ とで 自分 の 考 え を 表現

で きた。
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皿 生 き る こ とのす ば ら しさ の 自覚 を深 め る指 導 の工 夫(第3分 科 会)

1分 科会主題設定の理 由

今 日の社会 は,科 学技術の進歩や経済 の発達が著 しく,そ れ に伴 って私た ちの生活 は,大 変

便利で快適 な もの にな って きた。 しか し,生 活の豊か さが同時 に,自 然環境の悪化を もた らし

た。 また,物 質的 な豊か さを追求す るあま り,人 間が本来 もって いる美 しい心,清 らか な心 を

見失 った り,児 童 ・生徒の い じめ,非 行,自 殺 などの問題行動が顕在化 した り して きた。 この

よ うな時代だか らこそ,人 間 と して の在 り方や生 き方 につ いての 自覚を深め,豊 か に生 きる こ

との意味を学 ぶ道徳教育の充実 は必要で あると考え た。

第3部 科会で は,研 究主題の 「よ りよ く生 きる力を育て る道徳授業」の 「よ りよ く生 きる力

を 「生 きることのかけがえの なさに気付 き,自 らを高め ようとす る力」 ととらえた。その力を

育て るため には,主 と して生命や 自然や崇高な もの とのかかわ りの中で,そ れ らの尊 さや美 し

さに感動 し,畏 敬の念を もっ よ うになることが大切であ ると考えた。 これ らを道徳 授業を核 と

し指導 して いけば,生 きて いる ことのか けがえの なさについての 自覚が深 ま るであろ う。 そ し

て,喜 び と希望を もって生 きて い くことがで きるよ うにな ると考え,分 科 会主題 「生 きること

のすば らしさの 自覚を深 める指導の工夫 」を設定 し,研 究主題 に迫 ることと した。

2児 童 の実態調査

(1)調 査 の ね らい

(2)方 法

自然や命や崇 高な もの に対す る児童の経験 と意識をっかみ,指 導の工

夫 に役立て る。

一部 自由記述を含む選択肢法 による質問紙調査 を行 った。質 問内容は

全学年共通 と した。ただ し,一 部の質問については第3ま たは第4学

年以上のみを対象 と した。調査対象 は,東 京都公立小学校児童(7校

1～6学 年,計679名,9月 実施)で あ る。

(3)結 果 と考 察

まず,児 童が自然 と触れ合 った経験及び触れ合いたいという

気持ちの有無を調べるため,自 然 との触れ合いに関する幾つか

の項目のそれぞれにっいて,実 態 と今後の希望を尋ねた。図1

は,結 果の平均値をとり,そ れを一っにまとめたものである。

すなわち,児 童はふだん見ることができない珍 しいものには

当然のことながら心をひかれるものの,一 方で,日 常目に触れ

る機会の多いものの中にも心動かされるものの存在することが

ある。今回の調査では,夜 空の星と夕焼けがそれに当たるが,
これに類 したものが他にも存在するであろう。それ らを題材 と

して取 り入れることで,道 徳教育をよ り豊かに展開することが

できると考えられる。

生命あるものに親 しみ,大 切にしようとする心を養うことは,

道徳教育の欠かせない内容である。

しかし,昆 虫や草花を大変好きな児童 もいれば,そ うでない

児童 もいることは,日 常観察されるところである。では,好 き

な児童と好きでない児童の割合はどの くらいか,ま た自然状態

にあるものと人工的に飼育 ・栽培 しているもの とでは,児 童の

意識にどのような違いがあるのだろうか。

調査の結果を図2に 示 した。 自然状態にあるものと飼育 ・栽

培されているものとの比較では,際 立った違いが認められない。

自然状態にあるものを大切にする心情を養いたいものである。

多

↑

見
た
軽
験

」

少

自
然

図1.自 難 について見た経験 と見たい希望

図2.命 あ るものに対して 「好 き」と答えた児童の割合
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命あるものは生まれ,

そして死ぬ。 この自然

の摂理が今児童に見え

にくくなっているので

はないだろうか。

こうした問題意識の

もとに行 った調査の結

果を,図3に 示 した。

その結果,人 間の死や

生き物の誕生にっいて

の体験が少ないことが

わかった。 このことか

ら,命 の重みを感じる

機会があまりないので

はないかと考えた。そ

こで,「 命はかけがえ

のないものである」こ

との指導を重視す る必

要性を感 じた。

直ばたや駐、抄醜 ど丁
動劉や鳥の殖 を見た

自分のかゴτいた生響
も⑳厩 んた

εなたが轟蚊知⊃てい
動丘所の入煙死んた

舐 や覗せ碧碗 賦 に

出席し・た

死んたみの艦を近くで
見た

生きれたはかb,嚇
ちφん硬}遁薯見た

み面些1」葺の生雪劉の
生虞れたばか吟のよ
r・ずを見た

図3.生 や死に関する体験

1」ll〕203〔14〔1506LIII$口 90100

(%)

懸 髄 帆

國2馬3翻

口 徊 翻

國 旧 抑'

■

では,児 童は自分自身の命,そ して死についてどのような意識をもっているのだろうか。

結果は図4,図5の 通 りである。死後について考えたことの 「とて もある」子が半数近い。また,自 分の命よ

り大切なものを書いてもらったところ,非 常に多 くの子か ら 「家族」という回答が返ってきた。現在,命 あるい

は生と死にっいての教育が大切であるとされなが らも,満 足できる状況にあるとは言いがたい。 しか し,こ の結

果を見 るかぎり,児 童の(命 の尊さを実感する)レ ディネスは十分あると考え られる。

図4.自 分が死んだ らどうなるか考 えた こと

「
1

・U

L

圏 とてもある
四 少 しある
口 あまりない
國 ぜんぜんない

最後に,図6は 崇高な ものに対する児童の

興味 ・関心がどの程度か知りたいと考え,調

査 した結果である。

人,音 楽,絵 や彫刻の3点 について尋ねた。

ここでもやはり,崇 高な ものに触れたいとい

う児童の積極的な様子をうかがうことができ

た。そこでこれらに触れる機会をより多 く作

るようにしたいと考える。

家 族

友 だ ち

地 球

わ盆
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図5.自 分の命よりも大切なもの
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図6.人 の心を打つもの(崇 高 さ)に 対する興味 ・関心
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3生 きる ことのすば ら しさの 自覚 を深め る指導の工夫

第3分 科 会で は,生 きるこ とのすば らしさの 自覚を深め る指導 の工 夫 として,

1学 習過 程の中で資料 に浸 ることがで きる場 の設定の工夫

2登 場人物 の心情 に迫 ることがで きる学習活動の工 夫

い う2っ の柱 を考え,研 究仮説の検証を 目指 した。

《道徳の時間の指 導》

資料選定 の視点

・自然 の美 しさ,生 命の尊 さ,遂 行 な もの に対 す る畏れな どを感 じ取 り,深 く考 え ること

がで きる もの。

・自分の体験か ら,身 近 に考え ることがで きるものか,そ れ に近 い経験が で きるもの。

・今 まで気付 けなか った ことをあ らためて感 じることがで きるもの。

導

入

展

開

り目

段

展

開

後

段

・ね ら い に関 連 す る歌 を 歌 い学 習 意 欲 を 高 め た 。

・具 体 的 な イ メ ー ジを もて る よ うに ,登 場 す る物 の 模 型 を 提 示 した。

・体 験 した こ とを 想 起 で き る よ う な ,ね らい に関 連 す る発 問 を した。

以 上 の こ とを通 して,展 開で 資 料 を身 近 な もの と感 じ,敬 崖 な世 界 の 雰 囲 気 に浸 れ

る よ う に工 夫 した 。

1資 料 に浸 る ことが で きる場の設定 にかかわ る工夫

・資料提示で は,教 室 い っぱ いの切 り絵や,幻 想的な紙 芝居を活用 した。 同時に,

音楽を利用 して 資料 に十分浸 る ことがで きるよ うに した。

・難 しい言葉 につ いて は説明をす るなど情景をつかみやす しく,場 面 の理解 に役立

て,雰 囲気をっ かみやす くした。
、

2登 場人物の心情 に迫 ることが で きる学習活動の工夫

・自然,生 命,崇 高な もの に関す る資料で は,登 場人物 は人間以外 の ものが多い。

したが って,そ の心情 を理解 す るため,動 作化や役割演技を十分用いた。

・中心発問 にお いて は,そ れ までの場面の情景や心情を もう一度振 り返 った後,

低学年で は,登 場人物の表情 を描 いた り動作化 した り した。

中学年で は,役 割演技 やワー クシー トを使 った。

高学年で は,グ ループに分 かれて話 し合 いを した。

各学年 に応 じて一人一人 が十分 に 自分 の考 えを表現で きるよ うに した。

・授業で深 ま った思いや,新 しく気付いた ことを多 くの児童が表現 し,互 いの思 い

や感動 を共有で きるように十 分な時間を確 保 した。

・これか らの 自分の生活を一層高あ ようとす るたあに
,自 分の身の回 りにあ るね ら

いに関連 す ることが らに も気付 けるよ うに した。

一16一



・自然 の 美 しさや ,生 命 の 尊 さ,崇 高 さに 感動 で き る ビデ オ を用 い た。

・身 近 に い る人 間 の 生 き方 が 感 じ られ る写 真 を用 い た。

・教 師 が 感 動 した体 験 を 話 した 。

これ らの こ と に よ り,授 業 で 深 ま った思 い や新 しく気 付 い た ことを 大 切 に し,余 韻

を も って授 業 を 終 え るよ うに した 。

《日常生 活での指導 》

日常生 活において,生 命や美 しい ものに 目を向け るよ うに働 きか けて いけば,そ れ らに感動

す る心の芽がふ くらんでい くよ うにな る。

・季節がお りなす 自然の美 しさ,厳 しさにふれて。

・偉 人の話 や芸術 作品に感動 して。

・生命 の誕生 や死 にふれて。

これ らの ことを児童 が学 校内外 でどれだけ体験 して いるかを 日記や作文 などを通 して把握 し,

紹 介 した り,じ かにふれた りす るとい った体験 の機会 を設 ける。

・各教科,特 別活 動 との関連 も重視 し,年 間計画の 中に位置付 ける。

4実 践事例(3学 年)

(1)主 題 名 美 しい心(3一 ③)敬 けん)資 料名 「ゆ うどうえんぼ くJ

(2)ね らい 美 しい心の世界 にふれ,清 らか な心を もって生活 しようとす る心情を育て る。

(3)指 導 の実 際(抜 粋)

T幻 想 的な絵 を提 示 しなが ら,紙 芝居ふ うに資料を読み聞かせ る。

美 しい情景 を思い浮 かべ られ るよ うに,幻 想的な絵を音楽 と共 に示 し,読 み聞かせ

を した ことで,児 童 は十分 に資料 の世界 に浸 ることがで きた。

T

C

C

C

C

ど うで した か 。 心 に残 った こ とを話 して くだ さ い。(挙 手 に よ る相 互 指 名)

「40年 ぶ りだ 。 」 とい って工 事 の お じさん が 揺 す っ た と ころが 心 に残 った。

お じさ んが 揺 ら して い い 気 もち に な った と ころが よか っ た。

も くせ い は優 しい な あ と思 った。

最 後 の 「花 の勲 章 だ ったの です 。 」 とい う と ころが 心 に残 った。

物語の幻想的 な雰 囲気 を壊 さないよ うにゆった りと間を取 って発問 した。児童 は心

にふ くらんだ様 々な情景 を伸 び伸 び と表現 して いた。

T(泣 いて い る ゆ うど うえ ん ぼ くを も くせ いが 慰 め る場 面 を 押 さえ)こ こを 劇 に して も

らい ま し ょ う。(も くせ い,ゆ うど うえ ん ぼ く各9人 指 名 。2人1組 で 演 技 した 。)

⑤:君 が 来 た とき,ぴ か ぴか の 木 だ っ た よ。

一17一



⑳:で も,い いん だ よ。 も うせ い い っぱ い乳 子 ど も達 と遊 ん で き たか ら。

⑤:じ ゃあ,ぼ くの花 を お く って あ げ る よ。

⑧:あ りが と う。

活動を重ね る うちに次第 に登場人物 の心情 に共感で きるよ うにな って きた。学級全

員が2人1組 になって 同時に役割演技 をす る こと も考え られ る。

Tこ の よ うに,声 を か けて くれ た も くせ いの こ と を,ゆ うど うえ ん ぼ くは ど う思 った で

しょ う。(ワ ー ク シー ト)

Cも くせ い さん はや さ しい な。

Cい い にお いを あ りが と う。 長 生 き して ね 。

C天 国 で,励 ま して くれ たお 返 しをす る よ。 い い気 持 ちだ な あ 。

ワ ー ク シー トに 自分 の 考 え を書 く こ とに よ り,'1人1人 が も くせ い の 心 の 美 しさを

感 じ取 る こ とが で き た。

T

C

C

C

C

み ん なが 毎 日生 活 して い る 中で,美 しい なあ,き れ いだ な あ,不 思議 だ な あ と思 った

こ と はあ ります か 。

夕 焼 け空 が す ごか っ た。 ほ っ と した気 持 ち に な った 。

海 の 近 くの 民 宿 で,く らげが 光 って いて,き れ いだ な あ と思 い ま した 。

オ ー ロ ラ って 不 思 議 だ な あ と思 う。

今 日,僕 が筆 箱 を 出す の を 忘 れ て いて,○ ○ さん と○○ きん が貸 して くれ て,○ ○ さ

ん と○ ○ さん の 心 が きれ いだ な あ と思 い ま した 。

美 しい ものにふ れた ときの気持 ち も合わせて聞いた ことで,児 童 は心がふ るえ た り,

感動 した り した ことを思 い起 こす ことがで き,温 かい雰 囲気で授業を終え る ことがで

きた。

(4)考 察

美 しい絵 を提示 したとき,児 童 は 「うわ あ!Jと い う歓声 を上 げ,感 動を もって資料 に入 り

込んで きた。

児童の心情が高 まって い くよ うに,物 語 の展 開や事実 を明 らか に してか ら発問 した。

自分を振 り返 る学習で は,自 然 の美 しさに とどま らず,さ らに人の心の美 しさに気付 いた児

童 もいた。

さ らに普段か ら美 しい もの に触れ た り,心 がふ るえた りす る体験をた くさんす ることは
,児

童が生 きる喜びを感 じる上で,非 常 に大切 な ことで ある。
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IV奉 仕の心 を育てる指導の工夫(第4分 科会)

1分 科会主題設定 の理 由

今 日,社 会 はめま ぐる しく変化 している。 その 中で温か な人間関係 が薄れ,思 いや りの心

が失 われつつあ るとい う指摘 があ る。子供社会で も,自 分 に関係のあ る人や利害 関係のあ る

ものに対 してはかかわ りを もとうとす るが,そ れ以外 に対 して は無関心であ った りす る。現

実に 目を移す と,高 齢化問題 ・環境 問題等,個 人の レベ ルだけで は解決 しよう もない大 きな

問題 が表れてい る。

今,集 団の一員 と しての 自覚を もち,力 を合わせて社会 や集 団に貢献 しよ うとす る心の育

成が必要であ る。それ は,奉 仕の心であ る。

奉仕の心 には,大 き く 「勤労」 「奉仕」の二っの面があ る。勤労 と奉仕 は,表 裏一体の も

のであ り,そ れが相乗 しなが ら高 ま って い く中で奉仕の心 が育 っ もの と考 えた。

勤労 ・奉仕の喜 びは,実 際 に体験す ることか ら生まれ る。 しか し,家 庭 や地域 にお ける勤

労体験の場 は少 な くな って いる。 そ こで,学 校生活 におけ る様 々な活動 を通 し,働 く楽 しさ

や喜 びの体験 を積む必要が ある。更 に道徳の時間で は,友 達の体験 を聞いた り自分の体験 を

振 り返 った りす る中で,力 を合わせて仕事をす ることの大切 さ,人 や社会 の役 に絶 っ ことの

清 々 しさなどを実感 し,進 んで社会 や集団の役 に立 とうとす る奉仕の心 を育 ててい きたい。

2実 態 調 査

(1)ね らい

(2)方 法

勤労 や奉仕 に関す る児童の体験や考えを把握す ることによ り,「 奉仕 の心 を

育て る」指導 の工夫 に役立て る。

選択肢法及 び記述法 を用 い,全 学年同一内容及 び一部中 ・高学年 向けに実施

した。

調査対 象は,都 内8か 所 の小学生合計2,109名 と した。

(3)結 果 と考 察

く頻 度 〉

い っ も して い る

と き ど き して い る

1回 位 した こ とが あ る

した こ とが な い

自分 のためにす る

ほあ られ るか らす る

言われ たか らす る

決ま りがあ るか らす る

みん なのため にす る

その他

1、 家でどんなお手伝いをしていますか.
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〔考 察〕

家 や教室等,身 近 な場面で は,全 学年 を通 じて7割 近 くの 児童が手伝 いや掃除な ど進んで

行 って お り,奉 仕 の心が育 ってい ると考え られ る。反面,学 校や地域 など場面が広が る と進

ん で参加す る児 童 も5割 以下 にな り,高 学年 では地域等へ 目を向ける指導が必要 と考 える。

また,動 機を み ると家 族 ・友達 ・高齢 者の ため など対 象が人 間の場合 には,相 手 の ことを

思 って手伝 った り助 けた りす る傾向があ る。 しか し,清 掃 や道具の片付 けなど対象 が物 にな

ると,決 ま りが あ るか ら仕方 な く活 動す るとい う面が見 られ るので,公 共心 など とも関連 さ

せ て指導 して い く必 要があ る。
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3奉 仕の心を育てる指導の工夫

第4分 科会で は,研 究仮説の検 証を 目指 して,以 下の よ うな研究の視点を設定 し,指 導 の

工夫を試みた。

〔研究の視点〕

1.児 童が主体的に学習 に取 り組 むたあの指導の工夫

奉仕の心を育て るには,児 童が勤労 ・奉仕 に対す る今 までの体験を 自ら振 り返 る こと

ので きる道徳授業を構想す ることが必要で ある。個 々の児童の実態や興味 ・関心 に応 じ

るよ うな指導を工夫すれば,児 童は主体的 に学習 にかかわ ろ うと し,自 分の体験 を振 り

返 ることがで きるので はないか と考えた。

2。 児童が体験を思 い起 こすための指導 の工夫

勤労 ・奉仕の心 は実際 に体 験す ることか ら生 まれ る。道徳の時間においては,友 達 の

体験を聞 いた り,自 分の体験を振 り返 った りす る活動を重視 したい。児童が体験 をよ り

多 く思 い起 こす ような指導を工夫すれば,自 分の生 き方 をよ り深 く振 り返 ることにつな

が るので はないか と考えた。

奉 仕 の 心 を 育 て る

・低学年で は,家 の手伝 いに関連す る指導 内容 を取 り上 げた。

・中学年で は,勤 労 に関す る指導内容を取 り上 げた。

・高学年で は,勤 労の尊 さ ・社会への奉仕 に関連す る指導 内容を取 り上げた。

◎ 資料提示 にTPを 活用す ることで楽 しい雰囲気をつ くり,同 時 に資料の理解 を容易

に し,学 習 に主体 的にかかわ ろ うとす る意欲が高 まるよ うに した。

◎働 くことに関す る実態調査を表で提示 し,興 味 ・関心が高 まるように した。

◎主 た る資料 のイメー ジを鮮明 にす るために写真や ビデオを活用 した。

〔研 究の視点1〕 にかかわるもの

◎児童か ら資料 中で話 し合 いたい ところを聞 き,そ れを生か した学習過程 に した。

◎登場人物の気持 ちにっいて,想 像 した ことをカー ドに書 き,そ れを もとに学習を進

あた。

◎ 「心情バ ロメーター」を各 自が操作す ることによ り,心 情の変化 に気付け るよ うに

した。

〔研究の視点2〕 にかかわる もの

◎役割演技を取 り入れ,体 験に基づ く感 じ方,考 え方 に気付 けるように した。

◎葛藤場面を作 ることにより,児 童の勤労 についての考えが 出やすい ように した。

◎資料を もとに,児 童の内面が吐露 され るよ う発 問を工夫 した。

◎ グル ープでの話 し合 い活動を取 り入れ,ね らい とす る価値 に関す る多様 な考え方 に

気付 くことがで きるよ うに した。
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〔研究の視点1〕 にかかわ るもの

◎児童の生活を振 り返 る場面で,児 童が表現方法を選択で きるよ うに した。

◎意見交換 したい友達を 自分で選んで話 し合 う場を設けた。

〔研究の視点2〕 にかかわ るもの

◎今 までの 自分を振 り返 りやす いように視点を示 した。

◎児童作文や教師の説話を聞 いた り,日 頃の実践 を励ます教師か らの手紙を読ん だ り

す ることによ り,実 践意欲を高め るよ うに した。

他教科 ・領域 との関連 を図 るために

○事前 ・事 後指導 を充実 し,児 童の実践意欲 を高 める。

○各教科 ・特別活 動 との関連を図 り,奉 仕的な活動 の機会 を設 ける。

○児童の体 験を重視す るため に,各 教 科 ・領域 との 関連 を指導案 に盛 り込む。

4実 践事例(第3学 年)

(1)主 題名 働 く喜 び ・大切 さ(中4-(2)勤 労 ・奉仕)資 料名 「パ ン屋 の仕事 」

(2)ね らい 働 くことの喜 びや大切 さに気付 き,進 んでみんなのために働 こうとす る心情

を養 う。

(3)指 導の実際

Tき よ子 さんの気持 ちで,み ん なで話 し合 いたい とい う場 面はど こですか。

C最 後の方で 「私 に も手伝わせて」 と言 った ところ。

Cお 母 さんた ちが早起 き して,き よ子 さんが見 てい るときの気持 ち。

Cお 父 さんがす ご く忙 しそ うに仕事 を していた ところ。

児童 か ら資料 にっいて話 し合 いたい ところを聞 き,そ れを生か した発問を構成 し

た ことは,児 童の主体 的な学習 を促す上で効果 的で あった。

Tき よ子 さん はお 母 さん の仕 事 の 様 子 を しば ら く見 て い たね 。 この 話 の続 きを 劇 に して

み ま し ょ う。

C且(き よ子 役)私 に も手 伝 わ せ て 。

C2(母 役)お 母 さん が や るか らい いの よ。

C、 分 か り ま した 。(間)や っぱ り手 伝 うわ 。

C2お 母 さん が や るか らい いの よ。

T一 度 中 断 して二 人 の 話 を 聞 こ う。 き よ子 さん は 「お母 さん が や るか らい い の よ 」 と言

われ て 一度 や あ た け れ ど,も う一 回 言 い ま した ね 。 ど うい う気持 ち で言 い ま した か。

一22一



C1お 母 さん が す ご く忙 しそ うだ っ たか ら。

Tお 母 さん は も う一 回 「手 伝 わ せ て 」 と言 わ れ た の に 「お母 さん が や るか らい いの よ」

と言 い ま したね 。 ど う して で す か 。

C2や らせ て あ げ た い け ど,パ ンの 作 り方 を 知 らな い と思 う。

学習過程 の中に役割演技 を取 り入れた ことは,学 習に変化 を与 え,児 童が意欲的

に学習 に参加す る ことにつなが った。反面,役 割演技は興味本位 に流 れて しま った

り一部 の児童 のみの学習 にな って しま った りす ることがあ る。 そ こで,学 習活動の

ね らいを明 らかに して い くことや 日頃か ら学習の中 に役割演技 を取 り入 れてい くこ

となど,改 善 を重 ねてい く必要が ある と感 じた。

Tき よ子 さんは 自分 か ら進んでお手伝 いを しま したね。みな さんは,自 分 か ら進 んで働

いた ことはあ ります か。 その時,ど ん な気持 ちで したか。(板 書)

書 いて考 えた方 が思い出 しやす い とい う人 は後 ろに行 って書いて ください。書 く紙 は

3種 類 あ ります。好 きな ものを使 っていいです。私 は書かないで話 し合 った方が いい と

い う人 は前の方 に集ま って友達 や先生 と話 し合 いま しょう。書 き終 わ った人 は,前 のグ

ループに戻 って来 て くだ さい。

児童が表現方法 を選択で きるよ うに した ことは,多 様な表現の仕方 に応 じる上 で

有効であ った。

(話 し合 い活動 に9名,書 く活 動に25名)

〔話 し合い グループの活動の一部 〕

Cお 母 さんが洗濯物を干 していたか ら,そ の時私 は遊んで いて,や ることがなか ったか

らお母 さんの仕事が一つで も減 るな らいい と思 って手伝 いま した。

〔書 くグル ープの ワークシー トより〕

C一 週間 ぐらいだ けど,家 の前を箒で掃いた ことがあ ります。 や って いる時,家 の前の

おば あさんが 「え らいね 」と言 って くれたので嬉 しか ったで す。

(4)考 察

・ 展 開後 段で今 まで の 自分 を振 り返 る場 面で は,資 料 の内容か ら 「家庭 での仕事 」 に

つ いての発言が多か った。 いろいろな場面に広 が るためには,導 入で教師 の説話 を した

り展開後段 に入 る前 に本資料 とは違 った場面の補助 資料 を用意す るなどの工夫が必要で

あった。

・ 児童の反応 ・発言 は,全 て児童の今 までの体 験に基づ いて いる ことが分か った。 した

が って 日常生活 において豊かな体験を重ね ることの重要性 をあ らためて実感 した。
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◇研究の成果 と今後の課題

研究主題 「よりよ く生 きる力を育て る道徳授業」の解 明を図 るために,道 徳の指導 内容の4

つの視点か ら分科会を構成 し,そ れぞれ に 「目指す児童像 」 「分科会主題 」 「仮説」等 を設 け,

具体的な授業実践を通 して研究活動を進めて きた。

その結果,次 の点が明 らか にな った。

1研 究活動全体 を通 して

人間 と してよ りよ くい きよ うとす る願いを実現 す るたあには,一 人一人 の児童が 自 らよさ

を求あて,何 がよいかを探 りなが ら生 きてい る,と い うことを教師 自身が信 じ,そ れ に力 を

貸そ うと願 うことで ある。 そ して,肯 定的で,受 容的で,共 感的な愛情 あ る児童理解 をす る

ことが大切であ る。 この よ うに教師か ら理解 された児童は情緒 が安定 し,自 分の感 じ方や考

え方 に自信を もち,勇 気 を もって伸 び伸び と表現で きるよ うにな る。教 師 と児童 との信頼関

係がで きて くると,児 童相互の人間関係 も豊かな ものにな ってい くので あ る。

さ らに,本 質的 な道徳指導を実践す るため には,思 い切 った道徳授業 の改善 を図 る ことが

必要で あ る。児童一人一人が主体 的に追究で きる学習過程,多 様な学習活動 や学習形態 など

の創意工夫で ある。 しか し,何 よ りも大切なの は人間を人間 と して尊重 す る 「人 間尊重 」の

自覚,そ して,人 間 として の生 き方 の追究を行 うことであ る。

このよ うな ことについて,根 本 的に考え,授 業改善を試み ることがで きた ことは非常 に意

義のあ ることで あ った。

2各 分 科会 の研究活動 を通 して

第1分 科会 では,「 自分 を振 り返 り,肯 定的 な自己理解がで き,向 上 してい く児童 」を 目

指 し,研 究 を進 あて きた。 このよ うな児童 を育て るためには,児 童が 自分 自身に関 して肯定

的な理 解がで きるよ うにす ることが何よ り大切で ある ことが分か った。

第2分 科会 では,「 素直に心 を開 き,互 いに認 め合 い,高 め合お うとす る児童 」を 目指 し,

研究 を進 あて きた。 その結果,児 童一人一人が,互 いの心が通 い合い,理 解 し合 うことの喜

びを感 じることがで きる工夫 をす る ことの大切 さが分か った。

第3分 科会で は,「 生 きることのす ば らしさを自覚す る児童」を 目指 し,命 の尊 さや 自然

や崇高 な ものに感動 す る心 の育成 を 目指 し,研 究 を進 めて きた。その結 果,資 料 吟味 と同時

に授業全体 を通 して 資料 が もっ雰 囲気に児童が十分 に浸れ るよ うに工夫す ることが大切であ

ることが分 か った。

第4分 科会で は,「 集団や社会 のために進ん で行動で きる児童」を 目指 し,研 究を進あて

きた。 その結果,働 く意義 や喜 びに気付 き,自 らの体験を振 り返 ることがで きる指導 の工夫

をす ることが大切 であ ることが分 か った。

今後 の課題 と しては,更 に一人一人の児童が 自分 のよさを生か し,主 体的 な学習がで きるよ

うに,指 導過程 をは じめ,道 徳 の時間の指導の在 り方 を創造的 に工夫 ・改善 してい く必要があ

ると考え る。
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